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①IFB業務における届出実績番号の呼出し機能の追加
②製造者コード等のコード検索機能の追加



◼ IFB業務で届出実績番号を入力することで、IFA業務へ届出実績情報を展開
し、流用できる様になりました。
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①IFB業務における届出実績番号の呼出し機能の追加

◼ 展開できる実績
入出力装置の設置届出書を出している輸入者の
過去届出実績（他業者が届出したものを含む）
※入出力装置の設置届出書を出していない輸入者の過去届出実績は
照会できません。

◼ 展開方法
・過去自ら届出した実績情報を展開する場合

届出実績番号のみで展開可能です。

・過去他社が届出した実績情報を展開する場合

届出実績番号＋暗証記号（自社で取得したもの）
※届出番号欄を入力する場合は届出内容を訂正する時です。届出番号
欄と届出実績番号欄は同時に入力できません。

◼ 展開内容
入力した届出実績番号の内容を展開します。詳細はp3
の「実績番号、欄番号の入出力パターンイメージ」を参
照ください。



①IFB業務における届出実績番号の呼出し機能の追加

・実績番号・欄番号の入力チェック等
①１番目の実績番号の共通部情報をIFAに出力する。
ただし、届出未済・取止め済・すべて違反欄で使用できない場合は、２番目の
実績番号の共通部情報を使用する。

②同一番号・同一欄が入力された場合はエラーとする
例）11000000010 1

11000000010 1

③同一番号・スペース／欄指定の混在の場合はエラーとする
例）11000000010 △

11000000010 1
④実績番号の歯抜け入力はエラーとする

⑤実績番号に紐づく欄番号の合計欄数が７欄以下であること（違反欄は除く）
例）11000000020が5欄届出、11000000030が5欄届出の場合に以下
の入力をした場合

11000000020 △
11000000030 △

⑥-1 IFB実施者と、実績番号の届出者が一致していない場合はエラーとする

⑥-2 暗証記号が入力された場合は、実績番号の輸入者符号と暗証記号に登
録されている輸入者符号が一致していない場合はエラーとする

※実績番号と共通管理番号の同時入力による呼出しは可能
（共通管理番号呼出し対象項目については、共通管理番号の情報を優先し
て出力する）

◼ その他参考情報
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①IFB業務における届出実績番号の呼出し機能の追加

実績番号、欄番号の入出力パターンイメージ

実績番号 欄番号 実績１ 欄１ 実績２ 欄２ 実績３ 欄３ 実績４ 欄４ 実績５ 欄５ 実績６ 欄６ 実績７ 欄７ 共通部 1欄目 2欄目 3欄目 4欄目 5欄目 6欄目 7欄目
1 １欄目 11001 1 11001 11001-1
2 指定欄（１欄分） 11002 2 11002 11002-2
3 指定欄（２欄分） 11003 1 11003 7 11003 11003-1 11003-7
4 すべて（３欄分） 11004 △ 11004 11004-1 11004-2 11004-3
5 １欄目 21001 1 21002 1 21001 21001-1 21002-1

6
指定欄（１欄分）+
指定欄（１欄分）

21003 1 21004 5 21003 21003-1 21004-5

7
指定欄（２欄分）+
指定欄（２欄分）

21005 2 21005 3 21006 1 21006 7 21005 21005-2 21005-3 21006-1 21006-7

8
指定欄（２欄分）+
すべて（３欄分）

21007 1 21007 2 21008 △ 21007 21007-1 21007-2 21008-1 21008-2 21008-3

9
すべて（３欄分）+
すべて（３欄分）

21009 △ 21010 △ 21009 21009-1 21009-2 21009-3 21010-1 21010-2 21010-3

10
指定欄（１欄分違
反あり）+
指定欄（１欄分）

21011 1 21012 1 21012 21012-1

11
指定欄（１欄分）+
指定欄（１欄分違
反あり）

21013 1 21014 1 21013 21013-1

12
すべて（３欄分違
反あり）+
すべて（３欄分）

21015 △ 21016 △ 21016 21016-1 21016-2 21016-3

13
すべて（３欄分一
部違反あり）+
すべて（３欄分）

21017 △ 21018 △ 21017 21017-1 21017-3 21018-1 21018-2 21018-3

14
指定欄（２欄分１
欄目違反あり）+
すべて（３欄分）

21019 1 21019 2 21020 △ 21019 21019-2 21020-1 21020-2 21020-3

15 １欄目 31001 1 31002 1 31003 1 31004 1 31005 1 31006 1 31007 1 31001 31001-1 31002-1 31003-1 31004-1 31005-1 31006-1 31007-1
16 指定欄（１欄分） 41001 7 41002 6 41003 5 41004 4 41005 3 41006 2 41007 1 41001 41001-7 41002-6 41003-5 41004-4 41005-3 41006-2 41007-1
17 すべて（１欄分） 51001 △ 51002 △ 51003 △ 51004 △ 51005 △ 51006 △ 51007 △ 51001 51001-1 51002-1 51003-1 51004-1 51005-1 51006-1 51007-1
※△：スペース
※合計欄数が８欄以上の場合はエラーとなるため、割愛

IFA出力値IFB入力値
項番

入力パターン

７届出

１届出

２届出

実績番号、欄番号の入出力パターンイメージ

※△：スペース
※合計欄数が８欄以上の場合はエラーとなるため、割愛
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②製造者コード等のコード検索機能の追加

◼ 新規業務IFS（食品等輸入届出コード検索）が追加されました。

◼ IFA（食品等輸入届出事項登録）業務とIFA01（食品等輸入届出変更事項登録）
業務にコード検索機能を追加しました

IFS入力画面の説明

コード区分を設定（必須入力）
①製造者コードを検索する場合・・・１
②製造所コードを検索する場合・・・２
③輸出者コードを検索する場合・・・３
④包装者コードを検索する場合・・・４

※名称と住所の両方を入力した場合には名称だけで検索します。

※住所が90桁で入力の場合、80桁まで検索可能です。
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◼ コード区分＋名称or住所の一部で検索すると、各コードが検索できます。



②コードのリンクをクリックすると、
コード検索ダイアログ画面を閉じ、
該当のコード欄にコード、名称
及び住所を反映する

コード選択
履歴情報

コード検索
結果情報

注意喚起メッセージ出力欄

出力結果は、名称の昇順ソートで出力

コード、名称及び住所をクリック
することで、昇順ソート／降順
ソートが可能

IFA入力画面の説明（名称及び住所にキーワードを入力してボタン押下した場合）

①名称または住所にキーワード
を入力しボタン押下

さらに押下すると

②製造者コード等のコード検索機能の追加
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その他参考情報

◼ 検索機能は前方一致検索（先頭が一致する文字列の検索）です。

①’名称及び住所にキーワード
を入力せずにボタン押下

コード検索
結果情報は
ブランクで出力

コード選択
履歴情報が
開いた状態で

出力

②製造者コード等のコード検索機能の追加
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IFA入力画面の説明（名称及び住所にキーワードを入力せずにボタン押下した場合）


